
　

   

主催◆ 田川市石炭・歴史博物館　
期間◆ 令和2年10月27日(火) ～ 令和2年11月23日(月祝)
　　　　　　※会期中の休館日：11月2日 (月)・11月9日(月)・11月16日(月)

会場◆ 田川市石炭・歴史博物館　第２展示室ほか

 　　 山本作兵衛コレクション原画企画展

   「 三井田川鉱業所と地域社会 」

 田川市石炭・歴史博物館　〒825-0002　福岡県田川市大字伊田2734番地1 (石炭記念公園内)
 ◆TEL/FAX:0947-44-5745　◆入館料:一般400(280)円、高校生100(70)円、小中学生50(30)円　※（　）は20人以上の団体料金
 ◆見学時間　9:30～17:30(入館は17:00まで)　　◆休館日　毎週月曜日(月曜日が休日の場合は火曜日。火曜日以降も休日が続く場合は連休の終了日の翌日)

◆博物館スタッフのおすすめ◆ Vol.5

筑豊炭田で最大級の炭鉱として隆盛を誇った三井田川鉱業所。この三井田川鉱業所の閉山から50年を経た
現在、山本作兵衛翁の炭坑記録画とともに、三井田川鉱業所のあゆみを振り返ります。
かつて、田川市域の炭都形成に大きな影響を与えた、三井田川鉱業所の歴史的意義を探ります。

　       

 ▲博物館に展示中の刻印煉瓦

田川市石炭・歴史博物館のご案内
(令和2年度・下半期)

れんが

みなさんの身近に煉瓦はありますか？田川市で煉瓦を使った建造物といえば、
石炭記念公園内にある2本の大煙突を思い浮かべる方も多いのではないでしょうか。
実は石炭記念公園には２本の煙突だけでなく、地中にも煉瓦が眠っているんです！
今回は三井田川鉱業所伊田坑跡から出土した“刻印煉瓦”についてご紹介します！
刻印煉瓦とは製造業者の名前や、製造過程の検印などが刻印された煉瓦です。
これまでの調査により、二本煙突や汽缶場跡などから多数の刻印煉瓦が発見されています。
中には『BIZEN-INBE』(岡山県備前市伊部)や『三石耐火煉瓦加藤製造』(岡山県備前市
三石)、ひし形を4つ割りにした中にそれぞれ『大坂北・安治川・製々・舎』(大阪市北区
安治川)など、刻印から作られた地域・製造所などが分かるものも多数あります！
普段なにげなく見ている煉瓦ですが、刻印のある煉瓦を見つけた際には「どこで
作られたのか」「建築に使われた経緯」などを調べてみると、思わぬ発見があるかもしれません。
ここで紹介した刻印煉瓦は博物館1階の第1展示室に展示していますので、ぜひ間近でご覧ください！
　　※貸出中の場合もあります。
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令和2年度  たがわゼミナール

 「 史跡をあるこう！」 
企画展「三井田川鉱業所と地域社会」に関連して、国指定史跡・筑豊
炭田遺跡群 三井田川鉱業所伊田坑跡(石炭記念公園)を学芸員ととも
に散策します。
　第1回 ● 11/1(日) 10：30～
　第2回 ○ 11/1(日) 13：30～
　第3回 ● 11/14(土) 10：30～　　　
　第4回 ○ 11/14(土) 13：30～        
　第5回 ● 11/23(月祝) 10：30～
　第6回 ○ 11/23(月祝) 13：30～　　
　 ※各回とも内容は同じです
    ※事前予約制　※雨天中止

      参加のお申込みは博物館まで！　TEL 0947-44-5745　
　

 ◇ 関連イベント
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教育普及

子ども学芸員

令和元年度に実施した、田川の歴史と文化のスペシャリストを育成する子ども学芸員養成講座が
無事修了し、5名の子ども学芸員が誕生しました。

博 物 館 の 活 動

 田川市石炭・歴史博物館　〒825-0002　福岡県田川市大字伊田2734番地1 (石炭記念公園内)
 ◆TEL/FAX:0947-44-5745　◆入館料:一般400(280)円、高校生100(70)円、小中学生50(30)円　※（　）は20人以上の団体料金
 ◆見学時間　9:30～17:30(入館は17:00まで)　　◆休館日　毎週月曜日(月曜日が休日の場合は火曜日。火曜日以降も休日が続く場合は連休の終了日の翌日)

“ ”岩亀八幡神社の 百手祭り

販売価格 5,500円(税込) / 資料編DVD付

田川市石炭・歴史博物館での販売、
　　　　　　　　もしくは通信販売になります。
お問い合わせは博物館まで！
　　　　TEL/FAX : 0947-44-5745

みんなで作った

石炭記念公園 MAP！

Information

　 田川市石炭・歴史博物館付属研究所調査報告書

『三井田川鉱業所と地域社会』

大勢の人たちを前に
緊張の研究発表！

文化財保護

 田川市石炭・歴史博物館付属研究所から調査報告書を刊行しました！

田川市伊加利地区にある岩亀八幡神社にて、陰暦1月中旬の日曜日に行われて
いる“百手祭り”について調査を行いました。この祭りの特徴は神職などが鬼の
面に向って2本ずつ矢を射ることです。鬼の面の目か角に矢が命中すると、
その年は良い年になると伝えられています。

はじめに
総説 石炭政策の歴史的推移
　第１章 明治～昭和戦前期の石炭政策
　第２章 戦後の石炭政策
　第３章 長期化する石炭産業調整と地域開発
本論
　第１章 三井田川鉱業所のあゆみ
　第２章 三井鉱山における田川鉱業所
　第３章「炭都」田川の形成と変貌 -炭鉱と地域社会-
各論
　１ 三井田川鉱業所の炭鉱技術
　２ 災害、保安
　３ 全国の産炭地と地域振興
　４ 日本の産炭地域振興政策

ももてまつ
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